
 

 

なかよし月間 
１１月は、なかよし月間でした。合言葉は「と・よ・お・か」（と：ともだちよぶとき「さん」と「くん」 よ：よいとこたくさん見～

つけた お：おはよう元気に気持ちよく か：かがやく笑顔 なかよしいっぱい南小）。友だち、自分を大切にする心を育てる

ために様々な取り組みがなされました。 
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 校長講話 「いのちをいただく」 

１１月１８日の校長講話では、なかよし月間と給食週間にちなんだ命に関わるお話で、絵本「いのちをいただく」

（内田美智子作 講談社）の読み聞かせをしました。 

このお話は、食肉センターで「いのちを解く」仕事をしている坂本さんが主人公です。ある日、坂本さんは 一

緒に育ってきた牛（みいちゃん）に謝りながらお腹をさする女の子の姿を見かけます。その姿を見た坂本さんは

仕事を休もうか思い悩みながらも「いのちを解く」仕事を行います。翌日、坂本さんは女の子の祖父から「孫は

泣きながらみいちゃんに感謝し、そのお肉を食べた」ことを聞きます。そのことを聞いた坂本さんは、もう少しこの

仕事を続けようと思い直すというお話です。 

これまで一緒に育ってきたみいちゃんを手放すことになり、そのお肉を泣きながら食べた女の子の気持ちを

考えながら子ども達はしっかり話を聴いてくれました。人間の生命は他の生き物の生命をいただいて生かされ

ていること、生かされている生命を大切することを考える貴重な機会となりました。 

 

たったひとつの、かけがえのないものをわたしたちはもらった。 

花や木にも、動物たちにも、わたしにも だれにも平等にたったひとつだけ。 

それは わたしの力で生かしていくものだから 

そして 多くのものに支えられているものだから 

なによりも大切にしたい このいのち。 
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